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１ 指導の立場 

 西陵中学校の理科部では、理科学習の本質を｢実

証的な探究過程と合理的な問題解決の過程｣であ

ると捉えている。事実を大切にし、事実に基づい

て物事を考え、整理し、論理に矛盾がないように

考えていくことが問題解決に必要なのである。そ

のような力を身に付けるためには、生徒が学習の

仕方つまり｢学び方｣を身に付けることが必要であ

ると考えた。｢学び方｣は大きく｢学習のすすめ方｣

と｢思考のすすめ方｣がある。課題から実験、結果、

考察という流れで学習をするという｢学習のすす

め方｣は第一学年から行ってきていることであり、

習慣として身に付いてきているといえる。｢思考の

すすめ方｣についてもグラフや表にすることへの

意識が高まってきている生徒や既習事項や生活経

験を生かして予想することができる生徒が多いが、

問題解決の過程でつまずいた時、帰納、演繹とい

った「思考のすすめ方」に立ち戻って考え直そう

というような姿には、弱さがみられる。 
 
２ 研究仮説 

思考のすすめ方をより生徒に定着させるために

以下のことを実践した。 
・ オリエンテーションの工夫 
・ 板書カードを工夫する。 
・ 思考のすすめ方を位置付けた単元指導計画

の作成 
以上のことを実践することによって、思考のすす

め方を意識的に問題解決に利用することができる

のではないかと考えた。 
 
３ 実践 

（１）オリエンテーション 
 学年の始めの授業を一時間使い、理科の学習の

仕方｢学び方｣を説明したプリントを用意し、理科

における｢学習の仕方｣や｢思考のすすめ方｣につい

て以下の表をもとに指導した。(表１) 
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（２）「思考のすすめ方」を身に付けるための板書

カードの工夫 
｢思考のすすめ方｣は理科学習のどの場面でもは

たらくものであり、合理的、実証的な学習を支え

るものである。思考のすすめ方を身に付けるため、

理科学習の過程で重要だと思われる「思考のすす

め方」、観察の視点、実験の操作、結果の処理を一

般化しキーワードとしてカード化した。大事にし

たいことを適宜、カードを黒板に掲示することで

意識化できるようにしていきたい。自分達が行な

った思考はどのような思考だったのかを位置付け

ることによって、考えに行き詰った時、このよう

な考え方に立ち戻って考えればいいのだというこ

とを身に付けることをねらった。また、学習の中

〈表１ 学習のすすめ方〉 



で常に学習経験や生活経験をいかして思考するこ

とで学んだことが体系的に整理され学習が主体的

に行なわれるとともに効率よく学習できることに

気付くようした。 

〈学習のすすめ方,思考のすすめ方の掲示〉 

（３）思考のすすめ方を位置付けた単元指導計画

の作成 
｢思考のすすめ方｣は理科学習のどの場面でもは

たらき、必要になってくるものではあるが、一時

間毎に特に生徒に意識づけていきたい｢思考のす

すめ方｣を位置付けた単元指導計画を作成した。結

果の処理の仕方など、単元によっては身に付ける

ことが難しいものもあるので、単元指導計画に位

置付けることによって教師自身が意識的に指導で

きると考えた。 
時 主な学習内容 基礎・基本となる 

学習内容 

身に付けさせ

たい学び方 

１ カルメ焼きの実験

を行い、ふくらむ

理由について予想

する。 

類推  

（関係付け） 

比較 

２ 炭酸水素ナトリウ

ムを熱したときに

発生した気体を同

定する。 

類推   

（関係付け） 

比較 

学習経験 

３ 炭酸水素ナトリウ

ムを熱分解し、気

体以外の物質を同

定する。 

加熱によって、１種

類の物質が２種類以

上の物質に分かれる

変化がある。 

 

化学変化は状態変化

と違う。 

 
 類推 

（関係付け） 

比較 

【化学変化と原子・分子単元指導計画】一部抜粋 

（４）学び方を身に付けることができるような一

時間の活動 
（第２時の実践から） 
 「思考のすすめ方」の指導 
【動物の世界】 
循環系の学習のまとめとして、メダカの尾びれ

を顕微鏡で観察し、血液の流れを調べる実験を行

なった。観察の視点として骨の横を流れる血管を

観察するように話し、生徒の観察の視点で自分が

よい視点を取り上げていった。比較することがま

ず必要であること、色や形状、場所など思考のす

すめ方に立ち戻る事によって自分で、を見つける

ことができるということに気付けるようにした。 

【化学変化と原子・分子】 
前時において、カルメ焼きとベッコアメをつく

っている。なぜカルメ焼きがふくらんだのかが前

時から本時を通しての問題である。 
実験１ (砂糖 ・水 ・熱) 
       【比較・炭酸水素ナトリウム】 
実験２ (炭酸水素ナトリウム・砂糖・水・熱) 
       【比較・熱】 
実験３ (炭酸水素ナトリウム・砂糖・水) 

本時では、課題形成において、実験１と実験２

を比較することによって、炭酸水素ナトリウムが

必要であること。実験２と実験３を比較すること

によって、熱が必要である事を導き出し、その二

つの気体発生の要因であることを確認し、そこか

ら炭酸水素ナトリウムを加熱すると本当に気体が

発生するのかを課題とした。その時に（比べる）

というプレートを掲示し、比較するという思考の

すすめ方を意識できるようにする。 



 また、“気体を同定するには既習事項である気体

の同定方法を想起することが大事である”という

ことを生徒に意識づけたい。そこで学習経験を想

起することで課題解決ができることを確認し、

（前の学習と結びつける）というプレートを黒板

に掲示する。 
 この授業の問題のまとめにおいて、前時のカル

メ焼きに炭酸水素ナトリウムを入れたらふくらん

だという事実と本時の炭酸水素ナトリウムを加熱

したら二酸化炭素が発生した事実を結びつけるこ

とによって、炭酸水素ナトリウムを加熱した時に

発生した二酸化炭素によってカルメ焼きはふくら

んだというまとめになる。前時に行なった実験か

らの事実と本時行なった実験の事実を結びつける

ことによってまとめることができることを確認し、

（事実と事実を結びつける）というプレートを黒

板に位置付ける。 

〈思考のすすめ方のカードを提示した板書〉 

生徒のノート(カルメ焼きがなぜふくらんだの

かという問題のまとめ) 
・Ｈさん 
カルメ焼きはなぜふくらんだのかというと、炭

酸水素ナトリウムが二酸化炭素を発生したか

ら。 
・Ｎ君 
カルメ焼きがふくらんだのは、炭酸水素ナトリ

ウムに熱に加えたことにより、二酸化炭素が発

生したから。 

 
 

クラスの９割の生徒がカルメ焼きがふくらんだ

理由として、途中で加えた炭酸水素ナトリウムか

ら発生した二酸化炭素によってふくらんだとまと

めることができたが、中にはそれ以前で躓いてい

る生徒もいた。カルメ焼きを作る時、炭酸水素ナ

トリウムを加えると泡（気体）をでて、ふくらん

だ事実と炭酸水素ナトリウムを加熱すると二酸化

炭素が発生した事実をより明確に生徒が意識でき

ているとさらに丁寧なまとめになると感じた。 
 
４ 成果と課題 

○ 思考のすすめ方のカードを使い、生徒の考え

や結果の処理の仕方などを価値付けることに

よって、自発的に思考のすすめ方を利用しよ

うとする生徒の姿があった。 
○ 思考のすすめ方を単元指導計画に位置付ける

ことによって、授業の中で教師が意識して指

導することができた。また、思考のすすめ方

を計画的に指導するための手立てとして有効

であった。 
△ 思考のすすめ方のカードの提示の方法として、

なぜ必要なのか、どのような場合に必要なの

か、考えに行き詰った時に常に生徒に思考の

すすめ方に立ち返らせることによってさらに

価値付けることができる。 
△ オリエンテーションでしか使用しないのでは

なく、適宜振り返るような指導をすることが

必要であった。毎時意識できるようにするこ

とが必要である。 

・Ｏさん 
炭酸水素ナトリウムが気体になって、その気体

が砂糖水をふくらませたから。中に気体が入っ

てふくらむ。 
・Ｋさん 
カルメ焼きが出来上がった時に、中に穴がたく

さんあいていました。その穴は、炭酸水素ナト

リウムから発生した二酸化炭素が気体なのでカ

ルメ焼きから抜けていた穴だと思います。二酸

化炭素がぬけようとする力でふくらんだと思い

ます。 


